鋼道路橋RC床版の疲労耐久性と補強効果に関する研究 by 加藤, 暢彦
氏名
学位の荷類
学位記番号
学位授与年月H
学位授与の要件
学位論文名
論文審査委員
加藤暢彦
博土(工学)
第3568号
平成1年3月24日
学位規制第4条第1項該当者
鏑道路橋RC床版の疲労耐久性と補強効果に関する研究
主査教授国田恵一郎 副主査教授中井
副主査教授坂 書三
論文内容の要旨
博
本研究は，道路橋の構成部材の中で，特に損傷を受け易い鋼道路橋RC床版(以下， RC床版と呼ぷ)に着
目し，その補強工法の特性を明らかにすることを目的としている。ここでは，既往の補強工法のうち，特
に鋼板接着工法とCFRPC炭素繊維シート)接着工法を取り上げた。
第 1章では， RC床版のひび割れ損傷と補強工法の研究についての文献調査を行い，本論文の背景と位置
付けについて述べた。
第2章では.約24年間供用された実橋からの切り出し床版を対象として，空気入りタイヤによる輪荷重
走行繰返し実験を床版の陥没に至るまで行い，ひび割れの進展状況，たわみ・ひずみ等の変化等より.R'舵C 
床版のJ蝿員傷メカニズ
われているひひび、宮割lれ幅やひぴ割れ密度より，ひび割れの段茅量がより有効であることを示した。
第3章では，曲げひび割れによる損傷を受けたRC床版に鋼板接着を施すことにより.RC床版の疲労寿命
が格段に延びることをモデル床版の輪荷重走行繰返し実験により明らかにした。鋼板接着補強床版では，
貫通ひび割れの発生によって床版コンクリートが支聞方向にはり状になっても，補強材の鋼板が支間直角
方向の連続化に貢献し鋼板接着工法は曲げのみならずせん断に対しても耐久性の向上が期待できること
がわかった。
第4章では， CFRP接義_[法におけるCFRPの横層数とひび割れ拘束効果の関係を明らかにし鋼板と同じ
ようにCFRPも既存のひび割れの動きを拘束し，損傷の進行を大幅に遅延させるというメカニズムがあるこ
とを確かめた。また， CFRP定着部の挙動を調査し.補強材の剥離がノ、ンチ隅角部において発生しこの剥
離が補強部材の疲労寿命を支配することがわかった。
第5章は， RC床版の桜山しJi持ち部の補強を日的に， RC床板上面に鋼板接着工法.あるいはCFRP接着工
法を適用したときの，アスフアルト舗装の変形と耐久性について研究した。輸荷重走行繰返し実験の結果.
実験に用いた通常の舗装厚の範囲では，実橋床版で発生しているような舗装部のひび割れ・浮き・剥離等
の損傷は見られなかったが，補強材とアスフアルト舗装の付着性状がアスフアルト舗装のわだち掘れに影
響することがわかった。
第6章では，第2草ー から第5章までに得られた結論をまとめたc
論文審査の結果の要旨
鋼道路橋鉄筋コンクリート床版〈以ド， RC床版と呼ぶ)のひび割れ損傷問題は.昭和40年代初期にクロ
ーズアップし，その後多方面で調査・研究がなされてきたが，今日でもこの問題が解決されるには至って
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いない。一方，ひび割れ損傷を受けたRC床板の補強L法も数穐開発され.既に多くの実績を持っているも
のもあるが，ひび割れ損傷のメカニズムを明らかにした上での合理的な補強i法が確立されてはいない。
本論文;は，まず実橋RC床版の無補強状態での疲労耐久性を明らかにした後に.最も実績の多い補強方法
である鋼板接着工法と最近注目されているCFRPCCarhonFiber Reinforced Plastics)接着工法を取り上げ，
それらの補強特性を明らかにすることを目的としているω
そのために本論文の著者は，まず最初に， 24年間供用された実橋RC床版を現場から切り出したものを実
験室に持ち込み，大型輸荷重装置による疲労耐久性の実験を行い，実床版のひび割れ損傷メカニズムを初
期ひび割れの状態から押し依きせん断破壊に至るまでの全過程において明らかにしている。つぎに，鋼板
接着工法によって補強した床版に対して.同ーの輪荷重装置による疲労耐久性の実験を行い，補強床版の
損傷過程を明確にするとともに.無補強床版との比較から.本工法による疲労寿命の向上の程度を明らか
にしている。さらに， CFRP接着工法によって袖、強された床版に対しては，曲げとせん断に着目した実験を
行い，ハンチ部の補強シートの定着部が弱点になり易いことを指摘しその処珂方法と付着せん断特性を
明らかにしており，また補強シートを複数重ね合わせても補強効果が少なく，第一層の補強シートの接着
性が最も重要であることを指摘している。最後に， RC床版k面に鋼板またはCFRPを接着した擦のアスフア
ルト舗装への影響を前述の輪荷重装置を用いて調査し.通常に用いられている舗装厚ならば〉これらの補
強法が床版上面ilこ対しでも十分適用できることを見出している。
本論文で用いられているような，空気タイヤを有する実車輪によるRC床版の疲労耐久性と補強特性の実
験は過去に例のないもので.得られた数多くの知見は合理的な捕強工法の確立に向けての不司欠な資料に
なるものである。したがって，本論文は橋梁工学および土木構造工学の発展に寄与するところが大であり，
本論文の著者は博士 (J二学〉の学位を受ける資格を有するものと認める。
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